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結
ぶ
や
か
た
を
の
鷹
も
ま
し
ろ
に
雪
は
降
り
つ
つ
」（
新
拾
遺
）に
み
る
よ
う
に
、雪
と
取
り
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
、萬
葉
集
で
の「
真

白
」
が
雪
と
鷹
に
対
し
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
和
歌
に
お
け
る
「
ま
し
ろ
の
た
か
」
以
外
の

「
真ま

し
ろ白
」
の
用
例
は
過
小
で
あ
り
、「
真ま

さ
を青
」「
真ま

く
ろ黒
」「
真ま

か赤
」
と
な
る
と
皆
無
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
散
文
の
説
話
を
中
心
に
こ
れ
ら
の
表
現
が
散

見
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
真
＋
色
彩
語
」
は
、
散
文
の
口
頭
表
現
的
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
ま
し
ろ
」
が
、
歌
語
と
し
て
定
着

し
て
い
か
な
か
っ
た
理
由
と
と
も
に
今
後
考
察
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

（
13
） 

こ
の
「
時
じ
」
に
つ
い
て
、
諸
注
の
訳
は
「
そ
の
時
節
で
は
な
く
」（
＝
全
註
釋
・
注
釋
）・「
冬
で
は
な
く
」（
＝
『
窪
田
評
釋
』）、「
時
な
ら
ず
」（
＝

全
集
・
新
大
系
・
新
全
集
）、「
つ
ね
に
・
い
つ
も
」（
＝
大
系
・
全
注
・
釋
注
・
和
歌
大
系
）と
な
っ
て
い
る
。結
局
の
と
こ
ろ
、「
雪
の
時
節
で
は
な
く
」

と
す
る
立
場
と
、「
つ
ね
に
」と
す
る
立
場
で
分
か
れ
て
い
る
。前
者
は「
神
の
威
力
を
云
は
う
と
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。」（『
窪
田
評
釋
』）こ
と
を
、

後
者
は「
富
士
山
の
雪
は
一
年
中
降
り
積
も
っ
て
い
る
」（『
全
注
』）こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
と
し
て
い
る
。赤
人
が
天
武
御
製
歌（
本
文
用
例
25
）の「
時

な
く
そ
雪
は
降
り
け
る
」
を
踏
襲
せ
ず
、「
時
じ
く
そ
雪
は
降
り
け
る
」
と
表
現
し
て
い
る
の
は
、「
時
な
し
」
で
は
表
せ
な
い
「
時
じ
く
」
特
有
の
意
味
、

す
な
わ
ち
「
そ
の
時
節
で
は
な
い
」
意
を
打
ち
出
す
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
忖
度
さ
れ
る
。「
天
地
の
分
か
れ
し
時
ゆ　

神
さ
び
て
高
く

貴
き
」
と
富
士
の
神
性
を
冒
頭
か
ら
歌
う
こ
の
作
品
の
あ
り
方
と
相
ま
っ
て
『
窪
田
評
釈
』
説
が
支
持
さ
れ
る
。

（
14
） 

梶
川
信
行
「《
富
士
山
》
の
誕
生
―
山
部
赤
人
の
「
望
不
尽
山
歌
」
論
の
た
め
に
―
」（『
近
畿
大
学
教
養
部
研
究
紀
要
25
巻
２
号
』
一
九
九
三
年
十
二
月
）

に
、
鎌
倉
時
代
以
来
、
富
士
山
を
美
的
な
対
象
と
し
て
眺
め
る
視
点
が
成
熟
し
て
き
た
旨
の
指
摘
が
あ
り
、
参
考
と
な
る
。

（
う
え
の　
み
ほ
こ
・
准
教
授
）
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傍
線
部
分
「
雪
じ
も
の
」
の
表
記
が
、「
白
雪
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
漢
籍
の
用
例
に
直
接
学
ん
だ
痕
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
萬
葉
集

の
表
現
「
し
ら
ゆ
き
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
際
に
、
積
雪
に
象
徴
的
な
「
面
と
し
て
の
白
さ
」
を
い
う
和
歌
表
現
と
し
て
発
達
し
た
の
で
は
な
い
か
と

忖
度
さ
れ
る
。

（
９
） 
前
期
萬
葉
で
は
「
大
雪
降
れ
り
」（
②
一
〇
三
）
や
「
大
雪
の
乱
れ
て
来
た
れ
」（
②
一
九
九
）
に
み
る
よ
う
に
、「
大
雪
」
と
い
う
名
詞
に
よ
っ
て
「
積

雪
」
を
暗
示
す
る
表
現
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

（
10
） 

漢
籍
に
お
け
る
「
真
白
」
は
『
藝
文
類
聚
』
に
、「
大
秦
國
出
明
珠
夜
光
珠
眞
白
珠
」・「
周
庾
信
詠
園
花
詩
曰　
〜
花
雜
映
河
陽　

自
紅
無
暇
染
．
真

白
不
須
粧
」
と
二
例
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
「
珠
」
と
「
花
」
に
対
し
て
そ
の
白
さ
を
「
ほ
ん
と
う
に
」「
ま
こ
と
に
」
と
強
調
す
る
用
法
で
あ
る
。

（
11
） 

三
巻
本
で
は
「
降
る
も
の
は
、
雪
。
霰
。
霙み

ぞ
れは
憎
け
れ
ど
、
白
き
雪
の
ま
じ
り
て
降
る
、
を
か
し
。」（『
新
全
集
』）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
漢
籍
と

は
無
関
係
に
清
少
納
言
独
自
の
発
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
当
該
箇
所
が
直
接
に
漢
籍
と
影
響
関
係
に
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
12
） 

萬
葉
集
の
「
ま
白
」
は
他
に
、
家
持
作
品
「
詠
白
鷹
歌
」
の
長
反
歌
作
品
の
反
歌
に
「
矢や

か
た形
尾を

の
真ま

し
ろ白
の
鷹
を
や
ど
に
据す

ゑ
か
き
撫な

で
見
つ
つ
飼
く
し

良
し
も
」（
⑲
四
一
五
五
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
家
持
の
接
頭
語
「
ま
」
の
用
い
方
を
み
る
と
赤
人
の
「
ま
」
の
用
語
を
踏
襲
し
て
い
る
形
跡
が
あ

る
。
赤
人
の
接
頭
語
「
ま
〜
」
は
、「
真
白
」・「
真
熊
野
」・「
真
梶
」
の
三
種
類
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
「
真
梶
」
は
人
麻
呂
作
品
に
既
出
で
あ
る
。

残
る
「
真
熊
野
」
と
「
真
白
」
を
用
い
て
い
る
の
は
家
持
の
み
で
あ
る
（
万
葉
集
の
「
ま
＋
名
詞
﹇
形
容
詞
・
副
詞
﹈」
の
人
麻
呂
・
赤
人
・
家
持
の

使
用
状
況
は
以
下
の
通
り
。人
麻
呂
＝「
真
弓
」「
真
梶
」「
真
木
」「
真
神
」「
真
玉
」「
真
砂
」「
真
草
」「
真
日
」「
ま
そ
鏡
」「
真
こ
と
」「
真
幸
く
」「
真

う
ら
悲
し
」
／
赤
人
＝
「
真
白
」・「
真
熊
野
」・「
真
梶
」
／
家
持
＝
「
真
熊
野
」・「
真
野
」・「
真
砂
」・「
真
白
斑
」・「
真
白
」・「
真
子
」・「
真
梶
」・「
真

袖
」・「
真
鹿
子
矢
」・「
ま
そ
鏡
」・「
真
こ
と
」・「
真
幸
く
」）。
家
持
は
、
雪
の
よ
う
に
純
粋
な
白
を
有
す
る
鷹
と
し
て
歌
う
こ
と
で
、
越
中
で
の
無
聊

を
慰
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
（
家
持
の
「
真
白
の
鷹
」
の
背
景
に
も
『
文
選
』
班
固
東
都
賦
「
白
雉
詩
」
の
白
雉
の
羽
の
白
さ
を
純
白
の
白
と
称
え
る

発
想
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
）。
家
持
の
「
真
白
の
鷹
」
は
平
安
時
代
の
和
歌
に
お
い
て
も
多
く
の
用
例
を
み
る
。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時

代
の
「
真
白
の
鷹
」
が
、「
ゆ
き
ふ
か
き
う
だ
の
の
み
つ
の
く
さ
が
れ
に
ま
し
ろ
の
た
か
を
あ
は
せ
て
ぞ
ゆ
く
」（
江
帥
集
）・「
み
し
ま
の
や
く
る
れ
ば
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れ
て
い
る
教
科
書
指
導
書
で
の
「
積
雪
」
訳
は
、『
中
学
３
』
で
は
学
校
図
書
・
三
省
堂
、『
国
語
総
合
』
で
は
明
治
書
院
・
筑
摩
書
房
・
数
研
出
版
・

大
修
館
で
あ
る
。「
降
雪
」
訳
は
、『
中
学
３
』
で
は
光
村
図
書
、『
国
語
総
合
』
で
は
東
京
書
籍
の
み
で
あ
り
、
教
科
書
の
大
半
が
「
積
雪
」
と
し
て

解
説
し
て
い
る
。

（
４
） 

「
な
ま
よ
み
の　

甲か

ひ斐
の
国　

う
ち
寄
す
る　

駿
河
の
国
と　

こ
ち
ご
ち
の　

国
の
み
中な

か

ゆ　

出い

で
立
て
る　

富
士
の
高
嶺
は　

天あ
ま

雲く
も

も　

い
行ゆ

き
は

ば
か
り　
飛
ぶ
鳥
も　
飛
び
も
上の

ぼ

ら
ず　
燃
ゆ
る
火
を　
雪
も
て
消け

ち　
降
る
雪
を　
火
も
て
消
ち
つ
つ　
言
ひ
も
得え

ず　
名な

づ付
け
も
知
ら
ず　
奇く

す

し

く
も　
い
ま
す
神
か
も　
石せ

花
の
海
と　
名
付
け
て
あ
る
も　
そ
の
山
の　
堤つ

つ

め
る
海
そ　
富ふ

じ
か
は
士
川
と　
人
の
渡
る
も　
そ
の
山
の　
水
の
激た

ぎ

ち
そ　

日ひ
の
も
と本
の　

大や
ま
と和
の
国
の　

鎮し
づ

め
と
も　

い
ま
す
神
か
も　

宝
と
も　

な
れ
る
山
か
も　

駿
河
な
る　

富
士
の
高
嶺
は　

見
れ
ど
飽あ

か
ぬ
か
も
」（
虫
麻

呂　
③
三
一
九
）

 

「
富ふ

じ士
の
嶺ね

に
降
り
置
く
雪
は
六み

な
づ
き月
の
十も

ち
五
日
に
消け

ぬ
れ
ば
そ
の
夜よ

降
り
け
り
」（
虫
麻
呂　
③
三
二
〇　
反
歌
）

 

「
富
士
の
嶺
を
高
み
恐か

し
こみ
天あ

ま
雲く

も
も
い
行ゆ

き
は
ば
か
り
た
な
び
く
も
の
を
」（
虫
麻
呂　
③
三
二
一　
反
歌
）

（
５
） 

『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
（
七
八
一
）
七
月
条
に
「
富
士
山
下
雨
灰
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
噴
火
の
記
録
が
散
見
で
き
る
。
萬
葉
集
に
も
「
我
妹
子

に
逢
ふ
よ
し
を
な
み
駿
河
な
る
富
士
の
高
嶺
の
燃
え
つ
つ
か
あ
ら
む
」（
⑪
二
六
九
五
）な
ど
恋
心
に
喩
え
る
歌
が
三
例
確
認
で
き
る
。ま
た
東
歌
で
は
、

「
天
の
原
富
士
の
柴
山
こ
の
暗
の
時
ゆ
つ
り
な
ば
逢
は
ず
か
も
あ
ら
む
」（
⑭
三
三
五
五
）
の
よ
う
に
生
活
に
密
着
し
た
山
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

（
６
） 

特
に
本
居
宣
長
は
雪
の
「
真
白
」
を
多
用
し
て
お
り
、『
鈴
屋
集
』（
一
七
九
八
年
頃
）
に
「
真
白
に
ぞ
雪
ふ
り
お
け
る
み
よ
し
野
の
み
み
が
の
た
け
は

い
ま
だ
冬
か
も
」（
二
〇
六
五
）・「
う
め
咲
き
て
春
と
思
ふ
に
け
さ
見
れ
ば
庭
も
ま
し
ろ
に
あ
わ
雪
ふ
れ
り
」（
一
六
三
五
）
な
ど
の
作
品
を
み
る
。

（
７
） 

指
導
書
で
は
、光
村
図
書
の『
中
学
国
語
３
』に「『
真
白
に
そ
』に
は
聖
な
る
も
の
の
中
に
美
を
発
見
し
た
一
瞬
が
表
現
さ
れ
て
い
る
」、筑
摩
書
房
の『
国

語
総
合
』
に
「『
ま
白
に
そ
』
↓
『
白
妙
の
』、『
雪
は
降
り
け
る
』
↓
『
雪
は
降
り
つ
つ
』
と
な
る
こ
と
で
、
万
葉
集
歌
に
あ
っ
た
率
直
な
感
動
は
影

を
ひ
そ
め
て
、
繊
細
・
優
美
で
は
あ
る
が
、
実
感
と
迫
力
に
乏
し
い
詠
み
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
」
の
記
述
を
み
る
程
度
で
あ
る
。

（
８
） 

人
麻
呂
の
「
獻
新
田
部
皇
子
歌
」（
③
二
六
一
）
に
「
や
す
み
し
し
我わ

が
大お

ほ
き
み君

〜
ひ
さ
か
た
の
天あ

ま
づ
た伝

ひ
来く

る
雪
じ
も
の 

行ゆ

き
通か

よ

ひ
つ
つ
〜
」
が
あ
り
、
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「
積
雪
」に
焦
点
を
当
て
て
歌
っ
て
は
い
な
い
。神
秘
性
を
体
現
す
る
極
上
の
白
い
雪
が
眼
前
に
現
象
し
て
い
る
こ
と
、つ
ま
り「
降
雪
」

を
表
現
し
て
い
る
。「
時
じ
く
」「
ま
白
」
と
い
っ
た
神
秘
的
な
降
り
方
に
主
眼
を
置
く
歌
い
方
と
、
多
層
的
な
雪
の
空
間
表
出
に
重
点

を
置
く
歌
い
方
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
し
て
い
る
世
界
観
の
異
質
性
を
萬
葉
集
と
新
古
今
集
・
百
人
一
首
の
富
士
山
歌
に
看
取
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
従
来
、
萬
葉
集
と
新
古
今
集
・
百
人
一
首
の
「
田
子
の
浦
」
の
歌
は
、
特
に
教
科
書
を
中
心
に
い
ず
れ
も
「
積
雪
」
の
文
学
作
品
と

し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
叙
上
の
ご
と
き
違
い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
注
）

（
１
） 

引
用
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。萬
葉
集
・
駿
河
國
風
土
記
逸
文
・
伊
勢
物
語
・
東
関
紀
行
・
海
道
記
・
覧
富
士
記
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集（
小

学
館
）、
古
今
集
・
後
撰
集
・
拾
遺
集
・
金
葉
集
三
奏
本
・
新
古
今
集
・
貫
之
集
・
和
歌
初
学
抄
・
五
代
集
歌
枕
・
定
家
物
語
・
宇
津
保
物
語
・
顕
輔

集
・
道
命
阿
闍
梨
集
・
下
野
集
・
長
秋
詠
藻
・
新
拾
遺
和
歌
集
・
草
庵
和
歌
集
・
鈴
屋
集
は
新
編
国
歌
大
観
（
角
川
書
店
）、
枕
草
子
は
枕
草
子
﹇
能

因
本
﹈（
笠
間
書
院
）、
歐
陽
脩
文
忠
公
文
集
は
商
務
印
書
館
、
世
説
新
語
は
四
部
叢
刊
本
お
よ
び
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）、
玉
台
新
詠
は
玉
臺

新
詠
箋
注
（
中
華
書
局
）、
文
選
は
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）、
藝
文
類
聚
は
中
華
書
局
影
宋
刊
本
、
鮑
参
軍
詩
は
鮑
参
軍
詩
集
（
白
帝
社
）、
篆

隷
萬
象
名
義
は
台
聯
國
風
出
版
社
、
集
韻
は
上
海
中
華
書
局
據
楝
亭
五
種
本
校
刊
本
に
基
づ
く
。
以
上
の
文
献
か
ら
の
引
用
本
文
に
付
さ
れ
て
い
る
傍

線
は
す
べ
て
上
野
に
よ
る
。

（
２
） 

『
全
注
』『
釋
注
』
で
は
「
降
り
積
も
っ
て
い
る
」
と
訳
出
し
て
い
る
。『
全
注
』
で
は
「『
雪
が
降
ッ
タ
』
と
言
っ
て
も
、
こ
の
場
合
は
、
結
果
態
の
『
積

っ
て
い
る
』
こ
と
の
表
現
」
と
す
る
。
な
お
、「
け
る
」
に
つ
い
て
は
、
諸
注
い
ず
れ
も
現
実
の
事
実
や
気
づ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
３
） 

「
積
雪
」
訳
の
中
で
も
、『
金
子
評
釋
』
で
は
、「
雪
が
今
降
る
の
で
は
な
い
、
降
っ
て
あ
る
の
を
か
く
い
ふ
」
と
「
降
雪
」
を
否
定
し
て
い
る
。「
降
雪
」

訳
の
『
鴻
巣
全
釋
』
で
は
「
雪
の
眞
白
に
降
つ
て
ゐ
る
状
態
を
讃
美
し
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。『
中
学
国
語
３
』
と
『
高
校
国
語
総
合
』
で
使
用
さ
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「
白
た
へ
の
富
士
の
高
嶺
」
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

五
　
結

　
萬
葉
集
に
お
け
る
赤
人
の
時
代
の
表
現
環
境
と
し
て
、漢
籍
を
背
景
に「
白
雪
」や「
降
り
積
む
」「
降
り
置
く
」な
ど
多
様
な「
積
雪
」

表
現
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
た
。
虫
麻
呂
も
富
士
山
歌
で
「
降
雪
」
と
「
積
雪
」
表
現
を
長
反
歌
で
使
い
分
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
赤
人
富
士
山
歌
は
長
反
歌
と
も
に
「
雪
は
降
り
け
る
」
と
同
一
表
現
で
統
一
し
て
お
り
、
今
現
在
降
っ
て
い
る
雪
を
歌
う
こ
と
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
。
こ
れ
は
、
富
士
の
神
性
を
構
築
す
る
た
め
の
赤
人
の
意
図
的
な
歌
い
方
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
日
の
影
」

「
月
の
光
」「
白
雲
」
の
三
連
対
に
よ
る
富
士
の
偉
容
を
表
現
し
つ
つ
、
そ
こ
に
「
時
じ
く
」
降
る
雪
が
「
ま
白
」
で
あ
る
こ
と
へ
と
帰

結
さ
せ
る
歌
い
方
に
は
、
や
は
り
漢
籍
の
発
想
に
基
づ
く
赤
人
の
創
意
が
あ
っ
た
。
様
々
な
素
材
の
白
の
中
で
も
最
上
級
の
白
で
あ
る

こ
と
を
讃
美
す
る
漢
籍
の
発
想
に
基
づ
い
て
、
長
歌
の
〈
日
の
光
〉〈
月
光
〉〈
白
雲
〉
の
「
白
」
よ
り
も
白
い
究
極
の
白
を
有
し
て
降

る
反
歌
の
「
降
雪
」
表
現
を
創
出
し
た
。
長
反
歌
一
体
の
中
で
初
め
て
意
味
を
も
っ
た
赤
人
富
士
山
歌
の
「
ま
白
」
は
、
平
安
時
代
の

長
歌
の
衰
退
を
背
景
に
そ
の
一
回
的
な
宿
命
を
背
負
っ
て
、
平
安
時
代
後
期
に
は
「
白
た
へ
の
富
士
の
高
嶺
」
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く
。

そ
の
過
程
に
は
、
萬
葉
集
の
「
白
た
へ
に
」
の
展
開
や
平
安
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
「
白
た
へ
」
に
下
接
す
る
語
句
の
多
様

化
と
い
っ
た
「
白
た
へ
」
を
め
ぐ
る
和
歌
文
学
が
切
り
拓
い
て
き
た
「
積
雪
」
表
現
の
歴
史
と
、
そ
れ
を
支
え
る
平
安
時
代
後
期
の
富

士
山
の
文
化
的
事
情
（
＝
紀
行
文
日
記
に
み
る
「
白
た
え
の
よ
う
な
雪
を
冠
す
る
富
士
の
高
嶺
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
化
）
が
あ

っ
た
。

　
新
古
今
集
や
百
人
一
首
の
富
士
山
歌
は
「
積
雪
」
の
上
に
降
り
続
け
る
富
士
山
の
「
降
雪
」
の
姿
を
表
現
し
て
い
る
。
絵
に
描
か
れ

る
典
型
的
な
「
白
た
へ
の
雪
」
を
冠
す
る
富
士
山
に
想
像
上
の
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
情
景
で
あ
る
。「
積
雪
」
の
上
に
降
り
続
け
る

雪
と
い
う
、
い
わ
ば
「
雪
の
重
層
性
」
を
歌
う
と
こ
ろ
に
、
こ
の
歌
の
面
白
み
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
萬
葉
集
の
赤
人
富
士
山
歌
は
、
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平
安
時
代
後
期
の
『
更
級
日
記
』
や
一
二
〇
〇
年
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
新
古
今
和
歌
集
と
同
じ
鎌
倉
時
代
中
期
の
『
東
関
紀
行
』

（
一
二
四
二
年
頃
）
お
よ
び
『
海
道
記
』（
一
二
二
三
年
頃
）
に
は
、
い
ず
れ
も
頂
に
白
雪
を
冠
す
る
富
士
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
特
に
注

目
さ
れ
る
の
は
、『
東
関
紀
行
』
の
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

　
（
54
）　
田た

ご子
の
浦
に
う
ち
出
で
て
、
富
士
の
高た
か
ね嶺

を
見
れ
ば
、
時と
き

分わ

か
ぬ
雪
な
れ
ど
も
、
な
べ
て
い
ま
だ
白し
ろ

妙た
へ

に
は
あ
ら
ず
、
青あ
を

う

し
て
天
に
よ
れ
り
。
姿
、
絵
の
山
よ
り
も
こ
よ
な
う
見
ゆ
る
。

　
「
絵
の
山
」
と
比
較
し
た
上
で
の
、
実
際
の
富
士
山
を
「
な
べ
て
い
ま
だ
白
妙
に
は
あ
ら
ず
」
と
表
現
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

絵
に
描
か
れ
た
富
士
山
は
「
白
た
へ
」
の
雪
を
冠
す
る
富
士
山
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
平
安
時
代
前
期
の
『
伊
勢
物

語
』「
東
下
り
」
で
は
「
富
士
の
山
を
見
れ
ば
、
五さ
つ
き月
の
つ
ご
も
り
に
、
雪
い
と
白
う
ふ
れ
り
。
時
し
ら
ぬ
山
は
富
士
の
嶺ね

い
つ
と
て

か
鹿
子
ま
だ
ら
に
雪
の
ふ
る
ら
む
」
と
、「
白
た
へ
の
富
士
の
高
嶺
」
で
は
な
く
「
鹿
の
子
ま
だ
ら
」
と
表
現
し
て
お
り
、「
白
た
へ
の

富
士
の
高
嶺
」
と
い
う
認
識
は
共
有
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
後
期
以
降
、「
白
た
え
の
よ
う
な

雪
を
冠
す
る
富
士
の
高
嶺
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
化
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
わ
か
る
。）
14

（
注

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
即
ち
、
ま
ず
、
布
の
素
材
を
表
す
「
白
た
へ
の
」
と
は
異
な
る
、
白
い
布
の

面
と
し
て
の
状
態
や
そ
の
光
沢
を
表
す
形
象
化
表
現
「
白
た
へ
に
」
が
萬
葉
後
期
あ
た
り
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を

受
け
て
平
安
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
は
、積
も
る
雪
を
月
光
に
喩
え
る
こ
と
で
面
と
し
て
の
白
が
放
つ
輝
き
を
表
現
す
る「
白
た
へ
に
」

に
よ
る
新
た
な
「
積
雪
」
表
現
も
生
ま
れ
た
。
と
同
時
に
こ
の
時
期
は
「
白
た
へ
の
」
に
下
接
す
る
語
句
の
多
様
化
も
進
ん
だ
。
い
ず

れ
も
「
白
た
へ
」
の
有
す
る
面
と
し
て
の
白
さ
や
形
状
・
光
沢
な
ど
を
美
的
に
形
象
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
展
開
の
も
と
、

平
安
時
代
中
期
以
降
、「
白
た
へ
の
雪
」
と
い
う
積
雪
を
美
的
に
形
容
す
る
表
現
が
定
着
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
と
軌
を
一
に

す
る
か
の
よ
う
に
、
紀
行
文
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
「
白
た
え
の
よ
う
な
雪
を
冠
す
る
富
士
の
高
嶺
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
化
が

な
さ
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
和
歌
表
現
に
お
け
る
「
白
た
へ
」
の
展
開
と
富
士
山
の
文
化
的
背
景
の
交
錯
す
る
と
こ
ろ
に
登
場
し
た
の
が
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こ
の
よ
う
な
「
白
た
へ
の
雪
」
が
定
着
し
て
い
く
な
か
で
、「
白
た
へ
の
＋
地
名
」
の
用
例
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
（
47
）　
む
ら
さ
き
の
庭
の
雪
に
は
猶
し
か
じ
み
な
白
妙
の
み
吉
野
の
山
（
長
秋
詠
藻　
五
六
三　
藤
原
俊
成
）

　
右
の
（
47
）
は
、「
白
た
へ
の
」
が
積
雪
と
し
て
山
名
に
係
る
用
例
で
あ
り
、
宮
中
の
庭
の
雪
を
称
え
る
た
め
に
、
吉
野
の
山
に
積

も
る
雪
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
吉
野
の
山
の
積
雪
で
あ
っ
て
も
宮
中
の
雪
に
は
か
な
わ
な
い
と
歌
う
。

し
か
し
、「
白
た
へ
の
」
が
地
名
を
下
接
す
る
例
は
、
右
の
一
例
を
除
き
す
べ
て
「
白
た
へ
の
富
士
の
高
嶺
」
で
あ
り
、
他
の
地
名
は

確
認
で
き
な
い
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
左
掲
用
例
傍
線
部
に
み
る
よ
う
に
、「
白
た
へ
の
」
に
下
接
す
る
地
名
は
「
富
士
の
高
嶺
」

の
み
と
な
る
。

　
（
48
）　
し
ろ
た
へ
の
ふ
じ
の
た
か
ね
に
ゆ
き
ふ
れ
ば
こ
ほ
ら
で
さ
ゆ
る
た
ご
の
う
ら
な
み
（
千
五
百
番
歌
合　
二
〇
五
四
）

　
（
49
）　
白
妙
の
富
士
の
高
ね
に
月
さ
え
て
氷
を
し
け
る
う
き
し
ま
が
原
（
新
拾
遺
和
歌
集　
⑤
四
三
一
）

　
（
50
）　
白
妙
の
富
士
の
高
根
の
秋
の
月
影
も
千
里
の
雪
と
み
え
つ
つ
（ 

草
庵
和
歌
集　
④
五
一
三
）

　
つ
ま
り
、
実
質
的
に
は
「
白
た
へ
の
」
は
「
富
士
の
高
嶺
」
に
の
み
か
か
る
用
例
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
。
室
町
時
代
中

期
の
紀
行
文
日
記
『
覧
富
士
記
』
で
は
、
陰
暦
九
月
十
八
日
の
記
述
に
「
白
妙
の
高
嶺
ば
か
り
は
さ
だ
か
に
て
日
影
残
れ
る
山
の
端
も

な
し
」
と
、「
白
た
へ
の
高
嶺
」
と
い
う
表
現
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
白
た
へ
の
富
士
の
高
嶺
」
と
い

う
表
現
の
定
着
の
背
景
に
は
、
平
安
時
代
後
期
以
降
の
紀
行
文
日
記
に
お
け
る
富
士
の
「
積
雪
」
描
写
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　
（
51
）　
さ
ま
こ
と
な
る
山
の
姿
の
、
紺こ
ん
じ
ょ
う青を

塗
り
た
る
や
う
な
る
に
、
雪
の
消
ゆ
る
世
も
な
く
つ
も
り
た
れ
ば
、
色
濃
き
衣
に
、
白

き
衵
あ
こ
め

着
た
ら
む
や
う
に
見
え
て
、
山
の
い
た
だ
き
の
少
し
平た
ひ
らぎ

た
る
よ
り
、
煙け
ぶ
りは

立
ち
上の
ぼ

る
。（『
更
級
日
記
』）

　
（
52
）　
幾い
く
と
せ年
の
雪
の
つ
も
り
て
か
富
士
の
山
い
た
だ
き
白
き
た
か
ね
な
る
ら
む
（『
海
道
記
』　
四
月
十
四
日
条
）

　
（
53
）　
旅た
び
衣ご
ろ
もす
そ
野
の
庵い
ほ
の
さ
む
し
ろ
に
積
も
る
も
し
る
き
富
士
の
白
雪
（『
東
関
紀
行
』）
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大
系　
後
撰
集
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
庭
に
降
り
積
も
る
雪
を
月
光
に
見
た
て
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
拾
遺
集
（
④
二
四
六
）
や
貫
之

集
に
も
小
異
で
収
録
さ
れ
、
そ
の
詞
書
か
ら
、
屏
風
歌
で
あ
り
、
想
像
上
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
萬
葉
集
の
用
法
を
受
け
て

更
に
「
白
た
へ
」
の
美
的
形
象
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
同
時
に
、
平
安
時
代
以
降
、「
白
た
へ
の
」
が
下
接
す
る
語
句
が
多
様
化
し
て
い
る
点
に
も
注
目
さ
れ
る
。

　
（
40
）　
け
ふ
も
ま
た
後
も
わ
す
れ
じ
白
妙
の
卯
花
さ
け
る
宿
と
み
つ
れ
ば
（
貫
之
集　
一
四
七
）

　
（
41
）　
君
が
代
の
年
の
か
ず
を
ば
白
妙
の
浜
の
真
砂
と
た
れ
か
い
ひ
け
ん
（
貫
之
集　
一
六
五
）

　

右
掲
（
40
）（
41
）
の
よ
う
に
、「
卯
花
」
や
「
真
砂
」
を
下
接
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
の
を
は
じ
め
、「
白
妙
の
浪
」（
古
今
集
⑰

九
一
一
）・「
白
妙
の
し
ろ
き
月
」（
拾
遺
集
⑨
五
一
八
）・「
白
妙
の
梅
」（
和
泉
式
部
集
三
三
三
）
と
多
様
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
貫

之
関
係
歌
や
同
時
代
の
歌
人
の
作
品
に
は
「
白
た
へ
の
雪
」
は
ま
だ
確
認
で
き
な
い
。
つ
ま
り
古
今
和
歌
集
の
時
代
に
は
ま
だ
こ
の
表

現
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
平
安
時
代
の
勅
撰
集
に
お
け
る
「
白
た
へ
の
雪
」
の
初
見
は
金
葉
和
歌
集
で
あ
り
、
私

家
集
の
状
況
を
見
て
も
、
平
安
中
期
以
降
に
定
着
し
て
い
っ
た
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
42
）　
し
ろ
た
へ
の
雪
ま
か
き
わ
け
袖
ひ
ち
て
つ
め
る
わ
か
な
は
ひ
と
り
く
へ
と
や
（
宇
津
保
物
語　
十
四
巻　
く
ら
ひ
き
の
中
）

　
（
43
）　
あ
さ
ま
だ
き
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
し
ろ
た
へ
の
ゆ
き
つ
も
れ
る
や
た
か
み
や
の
さ
と
（
顕
輔
集　
一
三
三
）

　
（
44
）　
し
ろ
た
へ
の
ゆ
き
ふ
り
つ
む
と
み
え
つ
る
は
や
ま
の
さ
く
ら
の
ち
る
に
ぞ
あ
り
け
る
（
道
命
阿
闍
梨
集　
一
九
一
）

　
（
45
）　
し
ろ
た
へ
の
ゆ
き
を
月
と
ぞ
ま
が
ふ
め
る
と
も
な
る
こ
よ
ひ
な
に
に
た
と
へ
む
（
四
条
宮
下
野
集　
二
五
）

　
（
46
）　
し
ろ
た
へ
の
雪
ふ
り
や
ま
ぬ
む
め
が
え
に
い
ま
ぞ
う
ぐ
ひ
す
は
る
と
な
く
な
る（
金
葉
和
歌
集
三
奏
本　
①
一
六　
平
兼
盛
）

　
右
の
（
42
）（
43
）（
44
）
で
は
、
波
線
部
分
「
か
き
わ
け
」「
つ
も
れ
る
」「
ふ
り
つ
む
」
よ
り
、
白
た
え
の
雪
が
積
雪
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。（
45
）
の
例
は
、
積
雪
の
放
つ
光
を
月
光
に
喩
え
る
も
の
で
あ
る
。（
46
）
の
「
ふ
り
や
ま
ぬ
」
も
激
し
く
降
る
様
が
、
布

の
面
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
表
現
す
る
。
い
ず
れ
も
白
い
布
の
よ
う
な
面
積
を
有
す
る
雪
の
意
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
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共
起
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
「
白
た
へ
」
と
の
質
差
が
あ
る
。「
積
雪
」
の
面
と
し
て
の
白
さ
を
強
調
す
る
「
白
雪
」
と
は
異
な
り
、

「
に
ほ
ふ
」
を
導
く
「
白
た
へ
」
は
白
い
衣
の
よ
う
な
形
状
や
光
沢
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　
人
麻
呂
関
係
歌
の
挽
歌
で
は
「
白
た
へ
」
は
「
白
た
へ
の
麻
衣
」（
②
一
九
九
）・「
白
た
へ
の
天
領
巾
」（
②
二
二
〇
）、
志
貴
皇
子

挽
歌
で
も
「
白
た
へ
の
衣
」（
②
二
三
〇
）
と
い
ず
れ
も
「
白
た
へ
の
＋
衣
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
持
と
巻
十
三
の
例
で
は
「
白
た

へ
に
＋
よ
そ
ふ
（
取
り
着
る
・
飾
り
奉
る
）」
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
さ
れ
る
（
用
例
35
〜
37
）。
状
態
を
表
す
助
詞
「
に
」
を
下
接

す
る
「
白
た
へ
に
」
装
う
と
は
、
白
た
へ
の
状
態
に
身
を
包
む
こ
と
を
い
う
。
衣
服
の
素
材
と
し
て
「
白
た
へ
の
衣
」
と
表
現
す
る
の

で
は
な
く
、
白
い
布
の
状
態
を
喚
起
す
る
表
現
に
す
る
こ
と
で
、
伺
候
す
る
多
く
の
舎
人
達
が
、
一
瞬
に
し
て
一
斉
に
白
い
布
の
よ
う

に
な
っ
た
と
形
象
化
し
、
皇
子
の
死
の
悲
嘆
へ
と
急
展
開
を
も
た
ら
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
、（
38
）
の
よ
う
に
、
山
に
か
か
る
雲
を
死
者
に
喩
え
る
例
は
「
直た
だ

に
逢
は
ば
逢
ひ
か
つ
ま
し
じ
石
川
に
雲
立
ち
渡
れ
見
つ
つ

偲し
の

は
む
」（
②
二
二
五　
依
羅
娘
子
）・「
昨き
の
ふ日

こ
そ
君
は
あ
り
し
か
思
は
ぬ
に
浜
松
の
上う
へ

に
雲
に
た
な
び
く
」（
③
四
四
四　
大
伴
三
中
）

と
集
中
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
「
し
ろ
た
へ
に
」
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
例
は
他
に
な
い
。（
38
）
は
、「
白
た
へ
に
」
と
美
的
に

象
徴
す
る
こ
と
で
、
皇
子
へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
萬
葉
集
の
「
白
た
へ
に
」
に
よ
っ
て
、
白
い
布
の
よ
う
な
状
態
を
比
喩
的
・
象
徴
的
に
表
す
用
法
が
新
た
に
展
開
し
て
い

る
の
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
素
材
と
し
て
の
「
白
た
へ
」
か
ら
、
白
い
布
の
「
面
」
と
し
て
の
状
態
、
あ
る
い
は
光
沢
を
放
つ
白
布
の
イ

メ
ー
ジ
を
付
与
す
る
用
法
へ
と
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
「
白
た
へ
に
」
の
用
例
か
ら
理
解
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
萬
葉
集
の
状
況
を
受
け
て
、
平
安
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
は
、
積
も
る
雪
を
月
光
に
喩
え
る
こ
と
で
、
面
と
し
て
の
白

が
放
つ
輝
き
を
表
現
す
る
「
白
た
へ
に
」
の
新
た
な
「
積
雪
」
表
現
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
（
39
）　
よ
る
な
ら
ば
月
と
ぞ
み
ま
し
わ
が
や
ど
の
庭
白
妙
に
ふ
り
つ
も
る
雪
（
後
撰
集　
⑧
四
九
六　
貫
之
）

　
右
掲（
39
）は
、「
夜
で
あ
れ
ば
月
の
光
だ
と
思
っ
て
見
る
だ
ろ
う
。我
が
家
の
庭
を
真
っ
白
に
し
て
降
り
積
も
っ
て
い
る
雪
は
」（『
新
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に　
雪
は
降
り
置
き
て 

古い
に
し
へゆ 

あ
り
来き

に
け
れ
ば 

〜 （
⑰
四
〇
〇
三　
敬
和
立
山
賦　
大
伴
池
主
）

　
（
32
）　
梅う
め
が
枝え

に
鳴
き
て
移
ろ
ふ
う
ぐ
ひ
す
の
羽は
ね
白
た
へ
に
沫あ
わ
雪ゆ
き
そ
降
る  （
⑩
一
八
四
〇　
作
者
未
詳
）

　
（
33
）　
白
た
へ
に
に
ほ
ふ
真ま
つ
ち土
の
山や
ま
が
は川
に
我あ

が
馬
な
づ
む
家
恋こ

ふ
ら
し
も  （
⑦
一
一
九
二　
作
者
未
詳
）

　
（
34
）　
馬う
ま

並な

め
て
髙た
か

の
山や
ま
へ辺

を
白
た
へ
に
に
ほ
は
し
た
る
は
梅
の
花
か
も  （
⑩
一
八
五
九　
作
者
未
詳
）

　
（
35
）　
か
け
ま
く
も 

あ
や
に
恐か
し
こし 

言
は
ま
く
も 

ゆ
ゆ
し
き
か
も 

我わ

が
大お
お
き
み君 

皇み

こ子
の
尊
み
こ
と 

〜
い
や
日ひ

異け

に 

栄さ
か

ゆ
る
時
に 

逆お
よ
づ
れ言

の 
狂た
は
こ
と言
と
か
も 

白
た
へ
に　
舎と
ね
り人
よ
そ
ひ
て 

〜 （
③
四
七
五　
安
積
皇
子
挽
歌　
大
伴
家
持
） 

　
（
36
）　
か
け
ま
く
も 
あ
や
に
恐か
し
こし 

我
が
大
君 

〜
五さ月
蝿ば
へ
な
す 

騒さ
わ
く
舎と
ね
り人
は 

白
た
へ
に　
衣
こ
ろ
も
取
り
着
て 

常つ
ね
な
り
し 

笑ゑ

ま
ひ
振ふ
る
ま
ひ舞 

い

や
日ひ

異け

に 

変
は
ら
ふ
見
れ
ば 

悲
し
き
ろ
か
も
（
③
四
七
八　
安
積
皇
子
挽
歌　
大
伴
家
持
） 

　
（
37
）　
か
け
ま
く
も 

あ
や
に
恐か
し
こし 
藤ふ
ぢ
は
ら原
の 

都み
や
こし
み
み
に 

人
は
し
も 

満
ち
て
あ
れ
ど
も 

君
は
し
も 

多
く
い
ま
せ
ど
〜
大
殿
を 

振ふ

り
放さ

け
見
れ
ば 

白し
ろ

た
へ
に　
飾か
ざ

り
奉ま
つ

り
て 

う
ち
ひ
さ
す 

宮
の
舎と
ね
り人

も
〜  （
⑬
三
三
二
四　
皇
子
挽
歌　
作
者
未
詳
）

　
（
38
）　
つ
の
さ
は
ふ
磐い
は
れ余

の
山
に
白し
ろ

た
へ
に
か
か
れ
る
雲
は
皇す
め
ら
み
こ子か

も  （
⑬
三
三
二
五　
皇
子
挽
歌　
作
者
未
詳
）

　
ま
ず
、
雪
に
対
し
て
「
白
た
へ
に
降
る
」
と
表
現
し
て
い
る
も
の
は
二
例
あ
る
（
右
掲
31
・
32
）。（
31
）
で
は
、「
降
り
置
く
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
積
雪
の
様
を
「
白
た
へ
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
32
）
は
、「
梅
の
枝
を
鳴
い
て
移
る
鶯
の
羽
根
が
、
白

い
細
布
の
如
く
見
え
る
ま
で
、
春
の
消
え
易
い
雪
が
ふ
る
。」（『
私
注
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
鴬
の
羽
に
積
も
る
雪
を
「
白
た
へ
」
に
喩

え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
積
雪
の
様
が
、「
白
た
へ
の
衣
」
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
比
喩
的
に
表
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、（
33
）・（
34
）
は
「
し
ろ
た
へ
に
に
ほ
ふ
」
と
い
う
新
し
い
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
る
（「
に
ほ
ふ
」
は
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
元
来
、
赤
色
系
列
の
発
色
を
い
う
）。（
33
）
は
「
白
い
栲
の
布
の
よ
う
に
照
り
映
え
る
真
土
の
山
」（『
釋

注
』）、（
34
）
は
「
遠
い
山
の
ほ
う
を
、
そ
の
衣
の
色
の
白
い
色
で
美
し
く
し
て
い
る
」『
窪
田
評
釈
』）
と
解
説
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
白
い
布
の
照
り
映
え
る
様
が
こ
の
表
現
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
み
た
「
白
雪
」
は
「
に
ほ
ふ
」
と
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富
士
の
神
秘
性
で
あ
っ
た
。

四
　「
白
た
へ
の
富
士
の
高
嶺
」
に
つ
い
て

　
新
古
今
集
や
小
倉
百
人
一
首
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
富
士
山
歌
（
用
例
３
）
第
三
句
は
、
す
で
に
平
安
後
期
の
文
献
に
お
い
て
「
し

ろ
た
へ
の
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
次
掲
用
例
（
28
〜
30
）
か
ら
確
認
で
き
る
。
第
五
句
は
「
ふ
り
つ
つ
」
と
「
ふ
り
け
る
」
で
分

か
れ
て
い
る
も
の
の
、
第
一
句
〜
第
四
句
の
異
同
が
な
く
（
神
田
本
・
類
聚
古
集
・
古
葉
略
類
聚
鈔
に
シ
ロ
タ
ヘ
ノ
と
あ
る
の
と
一
致

す
る
）、
す
で
に
平
安
時
代
後
期
に
は
「
し
ろ
た
へ
の
」
の
訓
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
28
）　

た
ご
の
浦
に
う
ち
い
で
て
み
れ
ば
し
ろ
た
へ
の
ふ
じ
の
た
か
ね
に
ゆ
き
は
ふ
り
つ
つ
（
藤
原
清
輔
『
和
歌
初
学
抄
』
第

十
二
）

　
（
29
）　
田
子
の
う
ら
に
う
ち
出
で
て
み
れ
ば
白
妙
の
ふ
じ
の
た
か
ね
に
雪
ぞ
ふ
り
け
る
（
藤
原
範
兼
『
五
代
集
歌
枕
』
巻
上
）

　
（
30
）　
た
ご
の
う
ら
に
う
ち
い
で
て
み
れ
ば
し
ろ
た
へ
の
ふ
じ
の
た
か
ね
に
ゆ
き
ぞ
ふ
り
け
る
（『
定
家
物
語
』）

　
そ
こ
で
平
安
後
期
以
降
、「
白
た
へ
の
〜
」
が
定
着
し
た
背
景
に
は
な
に
が
あ
る
の
か
、
萬
葉
集
の
「
白
た
へ
」
に
ま
で
遡
っ
て
考

え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
萬
葉
集
の
「
白
た
へ
」
の
用
法
を
み
る
と
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
（
上
代
編
）』
に
「
シ
ロ
タ
ヘ
で
製
し
た

意
で
、
袖
・
こ
ろ
も
手
・
衣
・
下
衣
・
衣
ノ
袖
・
紐
ノ
緒
・
下
紐
・
手た
す
き襁

・
帯
な
ど
に
か
か
る
」
と
あ
る
通
り
、「
白
た
へ
＋
の
＋
袖

・
衣
・
手
本
・
衣
手
な
ど
の
衣
服
に
関
す
る
語
句
」が
大
半
を
占
め
る（
五
十
七
例
。「
白
た
へ
の
藤
江
」「
白
た
へ
の
羽
」が
各
一
例
）。

つ
ま
り
、
集
中
の
「
白
た
へ
の
」
の
「
の
」
が
示
す
第
一
義
的
用
法
は
、
素
材
・
属
性
と
し
て
の
「
白
た
へ
の
」
で
あ
る
。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
白
た
へ
＋
に
＋
用
言
」
の
用
例
（
八
例
）
で
あ
る
。
作
者
判
明
歌
で
は
家
持
と
池
主
作
品
に
の
み
確
認
で
き
、

作
者
未
詳
歌
の
用
例
も
後
述
す
る
よ
う
に
萬
葉
前
期
に
は
見
ら
れ
な
い
歌
わ
れ
方
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
31
）　
朝
日
さ
し 

そ
が
ひ
に
見
ゆ
る 

神か
む
な
が
ら 

み
名
に
帯お

ば
せ
る
〜
天あ
ま
そ
そ
り 
高
き
立
山 

冬ふ
ゆ
夏な
つ
と　
別わ

く
こ
と
も
な
く　
白
た
へ
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そ
も
そ
も
、
萬
葉
集
に
お
い
て
「
雪
は
降
り
け
る
」
と
い
う
表
現
自
体
、
赤
人
富
士
山
歌
（
冒
頭
掲
載
用
例
１・２
）
と
天
武
天
皇

御
製
歌
（
次
掲
25
）
し
か
な
い
。
こ
の
歌
は
、
雪
歌
の
先
例
と
し
て
後
期
萬
葉
人
に
熟
知
さ
れ
て
い
た
作
品
で
あ
る
。

　
（
25
）　
み
吉よ
し
の野
の 

耳み
み
我が

の
嶺み
ね
に 

時
な
く
そ 

雪
は
降
り
け
る 

間ま

無
く
そ 

雨
は
降
り
け
る 

そ
の
雪
の 

時
な
き
が
ご
と 

そ
の
雨
の 

間

な
き
が
ご
と 

隈く
ま

も
お
ち
ず 

思
ひ
つ
つ
ぞ
来こ

し 

そ
の
山や
ま
み
ち道

を  （
①
二
五　
天
武
天
皇
）

　
右
掲
用
例
（
25
）
の
傍
線
部
分
は
諸
注
い
ず
れ
も
「
雪
が
降
っ
て
い
る
こ
と
だ
」
と
「
降
雪
」
で
解
釈
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
小
稿
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
諸
注
の
半
数
が
赤
人
富
士
山
歌
の
反
歌
（
用
例
２
）
の
「
降
り
け
る
」
に
関
し
て
は
、「
積
雪
」

と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
平
安
時
代
前
期
の
「
降
り
け
る
」
も
、
次
掲
用
例
に
み
る
よ
う
に
い
ず
れ
も
「
降
っ
て
い
る
こ
と
だ
」

と
理
解
さ
れ
る
用
例
で
あ
る
。

　
（
26
）　
ふ
ゆ
ご
も
り
思
ひ
か
け
ぬ
を
こ
の
ま
よ
り
花
と
見
る
ま
で
雪
ぞ
ふ
り
け
る
（
古
今
集　
⑥
三
三
一　
貫
之
）

　
（
27
）　
春
近
く
成
り
ぬ
る
冬
の
大
空
は
花
を
か
ね
て
ぞ
雪
は
ふ
り
け
る
（
一
一
二　
貫
之
集
）

　
右
の
（
26
）
は
「
木
々
の
あ
い
だ
か
ら
花
だ
と
見
る
ほ
ど
ま
で
に
雪
が
降
っ
て
く
る
こ
と
だ
」（『
大
系
本
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
降

雪
を
花
び
ら
の
舞
う
様
子
に
喩
え
て
い
る
。（
27
）
も
第
三
句
に
「
大
空
は
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
空
か
ら
の
「
降
雪
」
を
花
び
ら

に
喩
え
て
い
る
。
赤
人
富
士
山
歌
反
歌
の
「
降
り
け
る
」
も
、
ま
ず
は
「
降
雪
」
と
し
て
理
解
す
る
の
が
こ
の
表
現
の
あ
り
方
に
即
し

て
い
る
。
赤
人
は
「
降
雪
」
の
結
果
態
と
し
て
の
「
積
雪
」
の
白
さ
に
焦
点
を
当
て
て
歌
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
積
雪
」
の
前
段

階
の
「
降
雪
」
の
時
点
で
す
で
に
真
白
で
あ
る
こ
と
を
歌
う
こ
と
で
富
士
の
非
凡
性
を
体
現
し
て
い
る
。
赤
人
の
視
線
は
、
限
り
な
く

「
天
の
原
」
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
「
田
子
の
浦
ゆ
」は
、経
過
を
表
す
助
詞「
ゆ
」に
よ
っ
て
富
士
山
を
思
い
な
が
ら
来
た
時
間
を
表
す
。そ
の
対
象
に
思
い
を
至
す
姿
は
、

天
武
天
皇
御
製
歌
（
先
掲
25
）
末
尾
の
「
思
い
つ
つ
ぞ
来
し　
そ
の
山
道
を
」
と
重
な
る
。
富
士
山
を
思
い
な
が
ら
「
田
子
の
浦
」
を

通
っ
て
視
界
の
開
け
た
と
こ
ろ
に
う
ち
出
て
見
る
と
、
そ
こ
で
発
見
し
た
の
は
降
る
雪
の
究
極
の
白
さ
で
あ
り
、
そ
れ
に
体
現
さ
れ
る
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（『
文
選
』
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」）
や
「
昼
夜
蔽
日
月
、
冬
夏
共
霜
雪
」（
謝
霊
運
「
登
廬
山
絶
頂
望
諸
嶠
詩
」）
な
ど
の
山
の
高
さ
を

表
現
す
る
漢
籍
受
容
が
ま
ず
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
引
き
受
け
る
反
歌
（
用
例
２
）
に
お
い
て
、「
ま
白
」
と

表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
赤
人
の
別
の
創
意
が
あ
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
富
士
に
「
時
じ
く
」
降
る
雪
が
最
上
級
の
白
さ
を
有
す

る
こ
と
を
導
く
た
め
の
も
う
一
つ
の
仕
掛
け
を
、
先
に
み
た
よ
う
な
雪
の
「
白
」
に
関
す
る
漢
籍
の
発
想
を
背
景
に
創
出
し
た
の
だ
と

判
断
さ
れ
る
。

　
赤
人
歌
の
よ
う
に
雪
の
み
を
対
象
と
す
る
「
ま
白
」
の
用
例
が
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
和
歌
に
は
ほ
ぼ
確
認
で
き
な
い
）
12

（
注

と
い
う

こ
と
は
言
い
か
え
れ
ば
、
い
か
に
赤
人
の
「
ま
白
」
が
萬
葉
集
特
有
の
用
法
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
の
か
を
証
明
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
長
歌
を
経
て
は
じ
め
て
理
解
さ
れ
る
一
回
的
な
「
ま
白
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
歌
の
衰
退
し
て

い
く
平
安
時
代
以
降
の
和
歌
に
お
い
て
赤
人
歌
の
よ
う
な
雪
の
「
ま
白
」
が
見
ら
れ
な
い
（
歌
語
と
し
て
定
着
し
な
か
っ
た
）
背
景
に

は
右
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
赤
人
長
歌
第
七・八
句
の
「
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
」
に
つ
い
て
、「
天
の
原
」
を
伴
う
「
振
り
放
け
見
れ
ば
」
の
集
中
例
の
ほ
と

ん
ど
が
「
星
・
月
・
天
空
な
ど
無
限
の
空
間
を
仰
ぎ
見
る
表
現
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
見
れ
ば
型
」
の
国
見
歌
と
は
異
な
る
「
富
士

の
神
性
と
崇
高
さ
、
空
間
的
な
無
限
性
を
う
ち
出
し
た
」
こ
と
が
坂
本
信
幸
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
セ
ミ
ナ
ー　
万
葉
の

歌
人
と
作
品　
第
七
巻
』
和
泉
書
院
）。
そ
の
無
限
の
空
間
を
仰
ぎ
見
る
赤
人
の
目
に
映
っ
た
も
の
こ
そ
は
、「
日
」「
月
」「
雲
」
と
い

っ
た
天
象
の
「
白
」
よ
り
も
も
っ
と
白
い
雪
の
「
時
じ
く
」
）
13

（
注

降
る
姿
だ
っ
た
。
赤
人
が
、
虫
麻
呂
の
よ
う
に
「
積
雪
」
表
現
を
用
い
ず
、

長
反
歌
一
貫
し
て
「
降
り
け
る
」
と
同
じ
表
現
で
統
一
し
て
い
る
の
は
、「『
時
じ
く
』
降
る
雪
（
＝
長
歌
の
雪
）」
を
「
究
極
の
白
さ

を
有
し
て
降
る
雪
（
＝
反
歌
の
雪
）」
へ
と
集
約
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
尋
常
な
ら
ざ
る
富
士
の
神
性
を
歌
い
お
さ
め
る
た
め
だ
と
ま

ず
は
考
え
ら
れ
る
。
次
々
と
天
か
ら
生
ず
る
雪
そ
の
も
の
が
真
白
だ
と
歌
う
こ
と
で
、
長
歌
の
世
界
観
（
富
士
の
神
性
）
を
補
強
し
、

確
認
し
て
い
る
。
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萬葉集と新古今和歌集・小倉百人一首の赤人「富士山歌」9

と
三
つ
の
天
象
が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。「
白
雲
」
の
「
白
」
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、「
日
」「
月
」
も
漢
籍
で
は
「
白
」

を
表
す
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
日
」
は
、「
淑
貌
耀
皎
日
（
＝
淑
貌
は
皎
日
に
耀
き
）」（『
玉
台
新
詠
』
艶
歌
行
）

と
、
美
人
の
顔
が
白
く
輝
く
日
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
傍
線
部
分
の
「
皎
」
は
、『
篆
隷
萬
象
名
義
』
の
「
皎
」

に
「
公
鳥
反
月
白
也
」
と
白
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
萬
葉
集
⑮
三
六
六
八
の
遣
新
羅
使
人
歌
の
題
詞
に
も
「
夜
月
之
光
皎
々
」
と

「
皎
」
表
記
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
月
光
は
漢
籍
に
お
い
て
雪
の
比
喩
表
現
と
し
て
多
用
さ
れ
、『
玉
台
新
詠
』
巻
九
「
雑

詩
四
首
」
に
「
隨
庭
雪
以
偕
素
（
＝
庭
雪
に
隨
つ
て
以
て
偕
に
素し
ろ
く
）」
と
、
月
光
が
庭
の
雪
と
白
さ
を
共
に
し
て
い
る
例
を
は
じ
め
、

歐
陽
脩
の
「
雪
」
と
い
う
詩
（
歐
陽
脩
文
忠
公
文
集
巻
五
四
）
の
自
注
に
「
時
在
潁
州
作
。
玉
月
梨
梅
練
白
絮
舞
鵞
鶴
銀
等
事
、
皆
請

勿
用
（
＝
時
に
潁
州
に
在
り
て
作
る
。
玉
・
月
・
梨
・
梅
・
練
・
絮
・
白
・
舞
・
鵞
・
鶴
・
銀
等
の
事
、
皆
用
ひ
ざ
る
を
請
ふ
。）」
と
、

雪
の
描
写
に
常
用
さ
れ
る
語
の
使
用
を
禁
じ
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
雪
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
赤
人
は
長
歌
に
お
い
て
「
白
」
を
喚
起
す
る
〈
日
の
光
〉〈
月
の
光
〉〈
白
雲
〉
を
「
見
え
な
い
」
と
否
定
す
る
こ
と
で
、
何
に
も
邪

魔
さ
れ
な
い
雪
の
純
粋
な
「
白
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
は
な
い
か
。
い
わ
ば
「
日
」「
月
」「
雲
」
の
「
白
」

の
否
定
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
極
上
の
「
白
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
反
歌
の
「
ま
白
」
と
い
う
表
現
が
撰
ば
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
忖
度
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
高
く
貴
い
神
聖
な
富
士
山
を
歌
う
虫
麻
呂
歌
で
も
長
反
歌
で
雪
が
歌
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
「
白
」

な
る
雪
へ
と
導
か
れ
る
歌
い
方
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
長
歌
に
お
い
て
「
白
」
が
意
識
さ
れ
る
歌
い
方
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
と
関
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
虫
麻
呂
歌
で
は「
天
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り
」「
飛
ぶ
鳥
も
飛
び
も
上
ら
ず
」と
歌
わ
れ
て
い
る
）。

　
無
論
、
赤
人
富
士
山
長
歌
の
「
渡
る
日
の
影
も
隠
ら
ひ　
照
る
月
の
光
も
見
え
ず　
白
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り
」
の
三
連
対
に
よ
る

富
士
の
景
描
写
に
は
、
高
松
寿
夫
氏
が
「〈
不
尽
山
〉
の
発
見
―
赤
人
・
虫
麻
呂
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
〇
三
号

一
九
九
一
年
三
月
）で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
其
山
則
盤
紆
岪
鬱　
隆
崇

崒　
崟
參
差　
日
月
蔽
虧　
交
錯
糾
紛　
上
干
青
雲
」
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を
か
し
。」（
松
尾
聡
・
永
井
和
子
訳
注
『
枕
草
子
﹇
能
因
本
﹈』
笠
間
書
院
）
と
あ
る
。
能
因
本
で
は
「
霙
・
霰
・
雪
」
そ
れ
ぞ
れ
の

白
さ
の
中
で
、
特
に
際
立
っ
て
「
霰
」「
雪
」
が
白
い
こ
と
を
「
真
白
」
と
表
現
し
て
い
る
。
留
意
さ
れ
る
の
は
、
右
掲
用
例
で
、
同

じ
「
白
」
の
中
で
の
比
較
に
お
い
て
際
立
つ
白
さ
を
有
す
る
も
の
に
対
し
「
真
白
」
と
表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
『
枕
草
子
』

の
よ
う
に
、
同
じ
白
の
中
で
も
際
立
っ
て
い
る
と
い
う
発
想
は
漢
籍
に
散
見
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
。）
11

（
注

　
Ｄ　
皓
鶴
奪
鮮　
白
鷳
失
素
。　
紈
袖
慙
冶　
玉
顏
掩
姱
。　
（『
文
選
』　
謝
惠
連　
雪
賦
）

　
Ｅ　
白
珪
誠
自
白　
不
如
雪
光
妍
。
工
隨
物
動
氣　
能
逐
勢
方
圓
。 

無
妨
玉
顏
媚　
不
奪
素
繒
鮮
。
投
心
障
古
節　
隱
迹
避
榮
年
。 

蘭
焚
石
既
斷　
何
用
持
芳
堅
。（『
鮑
参
軍
詩
集
』　
巻
第
六　
「
詠
白
雪
」）

　
右
掲
Ｄ「
皓か
う
鶴か
く
も
鮮
や
か
な
る
こ
と
を
奪
は
れ
、白
鷳
も
素し
ろ
き
こ
と
を
失
ふ
。紈
ぐ
わ
ん
袖し
う
も
冶
し
き
に
慙
ぢ
、玉
顏
も
姱か
ほ
よき
を
掩
ふ
。」と
は
、

「
雪
の
中
で
は
、白
い
鶴
も
鮮
や
か
に
は
見
え
ず
、白
い
鷳
も
白
く
見
え
な
い
。白
絹
の
衣
も
見
栄
え
せ
ず
、玉
の
顔
も
美
し
さ
が
隠
れ
る
」

（
新
釈
漢
文
大
系
『
文
選
』
解
説
参
照
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
鶴
・
鷳
・
白
絹
・
玉
顔
の
白
さ
と
比
べ
て
も
雪
の
白
さ

が
一
番
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
用
例
Ｅ
傍
線
部
「
白
珪
は
誠
に
自
ら
白
き
も　
雪
光
の
妍あ
で

や
か
な
る
に
如
か
ず
」
は
、「
白

い
宝
石
（
白
珪
）
も
確
か
に
そ
れ
な
り
に
白
い
が
、
雪
の
美
し
さ
に
は
及
ば
な
い
」
の
意
で
あ
り
（
鈴
木
敏
雄
『
鮑
参
軍
詩
集
』
参
照
）、

白
い
宝
石
よ
り
も
美
し
い
白
さ
を
放
つ
雪
を
賛
美
し
て
い
る
。

　
漢
籍
で
は
雪
以
外
で
も
、
白
の
差
異
を
表
現
す
る
発
想
や
究
極
の
白
を
表
現
す
る
発
想
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
文
選
』
班
固　

東
都
賦
「
白
雉
詩
」
に
「
發
皓
羽
兮
奮
翹
英　
容
絜
朗
兮
於
純
精
（
＝
皓
羽
を
發
し
、
翹
英
を
奮
ひ
、
容
は
絜
朗
に
し
て
純
精
な
り
）」

と
あ
り
、
白
い
羽
を
広
げ
、
白
玉
の
よ
う
に
輝
く
羽
で
羽
ば
た
き
を
す
れ
ば
、
そ
の
姿
は
清
く
け
が
れ
な
く
、
純
白
の
極
み
で
あ
る
と

い
う
。
こ
こ
で
は
白
雉
の
羽
の
白
さ
を
白
玉
の
一
種
で
あ
る
玉
英
に
喩
え
た
上
で
、
純
粋
な
白
（
究
極
の
白
）
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
赤
人
歌
の
「
ま
白
」
も
、
こ
の
よ
う
な
発
想
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
赤
人
富
士
山
歌
を
み
た
と
き
、長
歌（
用
例
１
）で
は
対
句
形
式
で「
渡
る
日
の
影
」「
照
る
月
の
光
」「
白
雲
」
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萬葉集と新古今和歌集・小倉百人一首の赤人「富士山歌」7

と
表
現
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、『
文
選
』
謝
惠
連
「
雪
賦
」
に
「
其
為
狀
也
、
散
漫
交
錯
、
氛
氳
蕭
索
。
藹
藹
浮
浮
、
瀌
瀌
奕
奕
。

聯
翩
飛
灑
（
＝
其
の
狀
爲
る
や
、
散
漫
交
錯
し
、
氛
氳
蕭
索
た
り
。
藹
藹
浮
浮
と
し
て
、
瀌
瀌
奕
奕
た
り
。
聯
翩
と
し
て
飛
び
灑
ぎ
）」

と
、
雪
の
降
る
様
子
を
「
散
ら
ば
り
、
混
じ
り
合
い
、
盛
ん
に
な
り
、
衰
え
る
。
勢
い
よ
く
降
り
つ
の
り
、
絶
え
間
な
く
飛
び
回
り
」

（『
新
釈
漢
文
大
系　
文
選
』
参
照
）
と
す
る
な
ど
多
様
な
表
現
を
有
す
る
。
萬
葉
前
期
に
先
述
の
よ
う
な
「
積
雪
」
表
現
が
見
ら
れ
ず
、

萬
葉
後
期
の
「
積
雪
」
表
現
の
使
用
者
に
も
偏
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
漢
籍
で
の
右
の
よ
う
な
「
積
雪
」
と
「
降
雪
」
の
使
い
分

け
に
学
ん
だ
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
赤
人
の
時
代
の
表
現
環
境
と
し
て
、
多
様
な
「
積
雪
」
表
現
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、「
積
雪
」「
降
雪
」

の
い
ず
れ
に
焦
点
を
当
て
て
歌
う
の
か
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
虫

麻
呂
の
富
士
山
歌
で
は
、
長
歌
で
「
降
る
雪
を
火
も
ち
消
ち
つ
つ
」
と
「
降
雪
」
を
歌
い
つ
つ
、
反
歌
で
は
「
富
士
の
嶺
に
降
り
置
く

雪
は
六
月
の
十
五
日
に
消
ぬ
れ
ば
そ
の
夜
降
り
け
り
」
と
第
一・
二
句
で
「
積
雪
」
を
、
第
五
句
で
「
降
雪
」
を
表
現
し
、
意
識
的
に

歌
い
分
け
て
い
る
。
も
し
赤
人
富
士
山
歌
の
「
降
り
け
る
」
が
、
降
り
積
も
っ
て
い
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
萬
葉
後
期

の
「
積
雪
」
表
現
の
あ
り
方
か
ら
考
え
る
に
、「
白
雪
そ
富
士
の
高
嶺
に
降
り
つ
も
り
け
る
」
や
「
富
士
の
高
嶺
に
雪
そ
降
り
置
く
」

な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
改
め
て
、
何
故
赤
人
は
反
歌
に
お
い
て
、「
ま
白
に
そ
〜
雪
は
降
り
け
る
」
と
表

現
し
た
の
か
が
問
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

三
　「
ま
白
」
に
つ
い
て

　
雪
を
「
ま
白
」
と
表
現
し
て
い
る
他
例
は
萬
葉
集
に
は
な
く
、
ま
た
漢
籍
に
お
い
て
も
雪
の
白
さ
を
「
ま
白
」
と
表
現
し
て
い
る
作

品
は
管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
）
10

（
注

平
安
時
代
の
和
歌
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。た
だ
し
散
文
に
お
い
て
、『
枕
草
子
』（
能

因
本
）
の
二
二
六
段
「
降
る
も
の
は
」
に
「
降
る
も
の
は
雪
。
に
く
け
れ
ど
、
み
ぞ
れ
の
降
る
に
、
霰あ
ら
れ、
雪
の
真ま
し
ろ白
に
て
ま
じ
り
た
る
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（
17
）　
富ふ

じ士
の
嶺ね

に
降
り
置
く
雪
は
六み
な
づ
き月
の
十も

ち
五
日
に
消け

ぬ
れ
ば
そ
の
夜よ

降
り
け
り  （
③
三
二
〇　
高
橋
虫
麻
呂
）

　
（
18
）　
真ま

き木
の
上う
へ
に
降
り
置
け
る
雪
の
し
く
し
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
も
さ
夜よ

問と

へ
我わ

が
背せ   （
⑧
一
六
五
九　
他
田
廣
津
娘
子
）

　
（
19
）　
尾を

の
上う
へ
に
降
り
置
け
る
雪
し
風
の
む
た
こ
こ
に
散
る
ら
し
春
に
は
あ
れ
ど
も  （
⑩
一
八
三
八　
作
者
未
詳
）

　
（
20
）　
立
山
に
降
り
置
け
る
雪
を
常
夏
に
見
れ
ど
も
飽あ

か
ず
神か
む

か
ら
な
ら
し  （
⑰
四
〇
〇
一　
大
伴
家
持
）

　
（
21
）　
〜 
高
き
立
山 

冬ふ
ゆ

夏な
つ

と 

別わ

く
こ
と
も
な
く 

白
た
へ
に
雪
は
降
り
置
き
て 

古い
に
し
へゆ 

あ
り
来き

に
け
れ
ば
〜（
⑰
四
〇
〇
三
池
主
）

　
（
22
）　
立た
ち
や
ま山
に
降
り
置
け
る
雪
の
常と
こ
な
つ夏
に
消け

ず
て
渡
る
は
神か
む
な
が
ら
と
ぞ  （
⑰
四
〇
〇
四　
大
伴
池
主
）

　
（
23
）　
梅う
め
の
花
降
り
覆お
ほ
ふ
雪
を
包つ
つ
み
持
ち
君
に
見
せ
む
と
取
れ
ば
消け

に
つ
つ  （
⑩
一
八
三
三　
作
者
未
詳
）

　
（
24
）　
笹さ
さ
の
葉
に
は
だ
れ
降
り
覆お
ほ
ひ
消け

な
ば
か
も
忘
れ
む
と
言
へ
ば
ま
し
て
思お
も
ほ
ゆ  （
⑩
二
三
三
七　
作
者
未
詳
）

　
作
者
判
明
歌
で
は
、
虫
麻
呂
・
家
持
・
池
主
・
他
田
廣
津
娘
子
の
み
で
あ
り
、
作
者
未
詳
歌
で
は
巻
十
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
用
例
の
偏
り
の
背
景
に
は
漢
籍
に
お
け
る
「
積
」「
満
」「
停
」「
棲
」「
揣
」
な
ど
に
よ
る
「
積
雪
」
表
現
と
の
関
連
性
が
考
え
ら

れ
る
。漢
籍
で
は
後
述
の
よ
う
に「
降
雪
」と「
積
雪
」を
使
い
分
け
て
表
現
し
て
お
り
、「
積
雪
」を
美
的
対
象
と
し
て
歌
う
こ
と
自
体
、

漢
籍
に
学
ん
だ
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。例
え
ば
、右
掲
用
例
16
の「（
降
り
）積
む
」は
、『
文
選
』楽
府
下
・
陸
士
衡「
苦
寒
行
」

の「
積
雪
被
長
巒（
＝
積
雪
は
長
巒
に
被
る
）」や『
文
選
』謝
惠
連「
雪
賦
」の「
徘
徊
委
積（
＝
徘
徊
し
て
委つ

も
り
積
も
る
）」、『
文
選
』

馬
季
長
「
長
笛
賦
」
の
「
冬
雪
揣
封
乎
其
枝
（
＝
冬
雪
揣あ
つ

ま
り
て
其
の
枝
を
封
ず
）」
な
ど
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
用
例
17
〜
22

の
「
降
り
置
く
」
は
、『
文
選
』
左
太
沖
「
招
隱
詩
二
首
」
に
「
弱
葉
棲
霜
雪
（
＝
弱
葉
は
霜
雪
を
棲
ま
し
め
）」
と
竹
柏
の
若
葉
が
そ

の
上
に
霜
雪
を
と
ど
め
置
く
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
が
参
考
と
な
る
。
用
例
23
〜
24
の
「
降
り
覆
ふ
」
は
、『
玉
台
新
詠
』（
近
代
呉

歌
九
首　
其
四
）「
冬
歌
」
の
「
素
雪
覆
千
里
（
＝
素
雪
千
里
を
覆
ふ
）」、『
文
選
』「
舞
鶴
賦
」
の
「
雪
滿
羣
山
（
＝
雪
羣
山
に
滿
つ
）」、

『
文
選
』
潘
岳
「
懐
旧
賦
」
の
「
夕
雪
暠
以
掩
路
（
＝
夕
雪
暠
と
し
て
以
て
路
を
掩お
ほ
ふ
）」
と
い
っ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
漢
籍
の
「
降
雪
」
表
現
は
、『
文
選
』
楽
府
上
・
魏
文
帝
「
苦
寒
行
」
に
「
雪
落
何
霏
霏
」
と
雪
が
激
し
く
降
る
様
子
を
「
霏
霏
」
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い
ず
れ
も
、「
つ
も
る
」「
ふ
み
わ
け
」
な
ど
積
雪
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
表
現
と
共
起
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
漢
籍
で
の
「
白

雪
」
は
、
管
見
の
限
り
で
は
「
降
雪
」「
積
雪
」
に
関
係
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
Ａ　
謝
太
傅 

寒
雪
日
内
集　
與
兒
女
講
論
文
義
。
俄
而
雪
驟
、
公
欣
然
曰　
「
①
白
雪
紛
紛
何
所
似
」
兄
子
胡
兒
曰　
「
撒
鹽
空
中
差 

可
擬
。」
兄
女
曰
「
未
若
②
柳
絮
因
風
起
。」
公
大
笑
樂
（『
世
説
新
語
』
言
語
二
）

　
Ｂ　
「
我
所
思
兮
在
朔
湄　
欲
往
從
之
白
雪
霏
」（
張
載
「
擬
四
愁
詩
四
首
」『
玉
台
新
詠
』）

　
Ｃ　
丘
中
有
鳴
琴
。 

白
雪
停
陰
岡
。
丹
葩
曜
陽
林
。（
左
太
沖　
招
隱
詩
二
首
『
文
選
』）

　
右
掲
Ａ
の
傍
線
部
①
「
白
雪
紛
紛
何
所
似
（
＝
白
雪
の
紛
紛
た
る
は
何
の
似
た
る
所
ぞ
）」
と
は
、「
白
い
雪
の
降
り
し
き
る
さ
ま
は
、

い
っ
た
い
何
に
似
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
傍
線
部
②
で
「
柳
絮
因
風
起
（
＝
柳
絮
風
に
因
り
て

起
こ
る
）」
と
、
柳
絮
が
風
で
舞
い
散
る
様
に
似
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
、「
降
雪
」
に
対
し
て
「
白
雪
」
と
表
現
し
て
い
る
。
Ｂ
は
、

「
我
が
思
ふ
所
は
朔
湄
に
在
り
、
往
い
て
之
に
従
は
ん
と
欲
す
れ
ば
白
雪
霏
た
り
」
と
訓
み
、
傍
線
部
分
の
「
霏
」
は
「
集
韻
」
に
「
霏
、

零
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
「
降
雪
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
Ｃ
の
傍
線
部
分
「
白
雪
は
陰
岡
に
停
ま
り
」

で
は
、
白
雪
が
ま
だ
山
の
北
側
に
積
も
っ
て
い
る
状
態
（「
積
雪
」）
を
表
現
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
萬
葉
集
で
は
、
漢
籍
の
「
白
雪
」
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
積
雪
」
の
白
さ
（
面
と
し
て
の
白
さ
）

を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佐
藤
論
文
で
は
「
万
葉
集
で
は
『
白
雪
』
と
『
雪
』
と
の
間
に
表
現
上
の

差
異
は
認
め
に
く
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
よ
う
な
差
異
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
（
注
8
）

　
そ
も
そ
も
萬
葉
集
の
「
積
雪
」
表
現
自
体
が
、
萬
葉
後
期
の
用
例
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、「
白
雪
」
以
外
で
、

雪
に
対
し
て
「
降
り
積
む
」（
左
掲
用
例
16
）・「
降
り
置
く
」（
用
例
17
〜
22
）・「
降
り
覆
ふ
」（
用
例
23
〜
24
）
と
い
っ
た
「
積
雪
」

に
関
す
る
動
詞
表
現
が
活
発
に
展
開
し
て
い
る
点
が
留
意
さ
れ
る
。
（
注
9
）　

　
（
16
）　
鳴
く
鶏
は
い
や
し
き
鳴
け
ど
降
る
雪
の
千ち

へ重
に
積つ

め
こ
そ
我わ

が
立
ち
か
て
ね  （
⑲
四
二
三
四　
大
伴
家
持
）
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（
７
） 

白し
ら
ゆ
き雪
の
降
り
敷
く
山
を
越
え
行ゆ

か
む
君
を
ぞ
も
と
な
息い
き
の
緒を

に
思お
も
ふ
（
⑲
四
二
八
一　
大
伴
家
持
）

　
（
８
） 

吉よ
な
ば
り隠
の
野の

ぎ木
に
降
り
覆お
ほ
ふ
白し
ら
ゆ
き雪
の
い
ち
し
ろ
く
し
も
恋
ひ
む
我あ
れ
れ
か
も
（
⑩
二
三
三
九　
作
者
未
詳
）

　
（
９
） 

大お
ほ
み
や宮
の
内う
ち
に
も
外と

に
も
光
る
ま
で
降
ら
す
白し
ら
ゆ
き雪
見
れ
ど
飽あ

か
ぬ
か
も
（
⑰
三
九
二
六　
大
伴
家
持
）

　
（
10
） 
梅
の
花
咲
き
散
り
過
ぎ
ぬ
し
か
す
が
に
白し
ら
ゆ
き雪

庭に
は

に
降
り
し
き
り
つ
つ （
⑩
一
八
三
四　
作
者
未
詳
） 

　
萬
葉
集
の
雪
の
白
さ
は
、
ま
ず
「
白
雪
」
と
い
う
熟
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
白
雪
」
と
い
う
語
句
に
つ
い

て
は
、
佐
藤
武
義
氏
に
よ
り
、
漢
詩
や
仏
典
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（「
歌
語
と
し
て
の
万
葉
語
『
白
雪
』
に
つ
い
て
」『
文

芸
研
究
78
』
一
九
七
五
年
一
月　
日
本
文
芸
研
究
会
）。
確
か
に
、
佐
藤
論
文
に
あ
る
よ
う
に
、「
雪
」
単
独
の
例
（
一
一
一
例
）
は
巻

に
よ
る
偏
り
が
な
い
の
に
対
し
、「
白し
ら
ゆ
き雪
」
の
使
用
例
は
後
期
萬
葉
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
漢
籍
の
「
白
雪
」
の
影
響
の
可
能
性
は
高
い
。

　
た
だ
し
、
萬
葉
集
で
の
用
い
ら
れ
方
を
み
て
み
る
と
、
漢
籍
の
「
白
雪
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
萬
葉
集
の
「
白
雪
」
で
は
「
積
雪
」
を
表
す
「（
降
り
）
置
く
」（
＝
用
例
４・５
）、「
敷
く
」（
＝
６
・７
）、「（
降
り
）
覆
う
」

（
＝
８
）、「
内
に
も
外
に
も
光
る
ま
で
降
れ
る
」（
＝
９　
題
詞
に
「
白
雪
多
零
積
地
數
寸
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
「
積
雪
」
で
あ
る

こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
）
な
ど
「
積
雪
」
を
意
味
す
る
表
現
と
共
起
し
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
萬
葉
集
で
は
、

降
り
積
も
っ
た
雪
の
「
面
」（
＝
面
積
）
が
放
つ
白
さ
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
「
白
雪
」
を
使
用
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。「
白
雪
」

を
「
積
雪
」
に
対
し
て
用
い
た
可
能
性
の
高
さ
は
、
古
今
集
や
後
撰
集
な
ど
の
「
白
雪
」
の
用
例
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　
（
11
） 

み
よ
し
の
の
山
の
白
雪
つ
も
る
ら
し
ふ
る
さ
と
さ
む
く
な
り
ま
さ
る
な
り
（
古
今
集　
⑥
三
二
五　
坂
上
是
則
）

　
（
12
） 

み
よ
し
の
の
山
の
白
雪
ふ
み
わ
け
て
入
り
に
し
人
の
お
と
づ
れ
も
せ
ぬ
（
古
今
集　
⑥
三
二
七　
壬
生
忠
岑
）

　
（
13
） 

白
雪
の
ふ
り
て
つ
も
れ
る
山
ざ
と
は
す
む
人
さ
へ
や
思
ひ
き
ゆ
ら
む
（
古
今
集　
⑥
三
二
八　
壬
生
忠
岑
）

　
（
14
） 

あ
は
ぬ
夜
の
ふ
る
白
雪
と
つ
も
り
な
ば
我
さ
へ
と
も
に
け
ぬ
べ
き
も
の
を
（
古
今
集　
⑬
六
二
一　
よ
み
人
し
ら
ず
）   

　
（
15
） 

白
雪
の
け
さ
は
つ
も
れ
る
思
ひ
か
な
あ
は
で
ふ
る
夜
の
ほ
ど
も
へ
な
く
に
（
後
撰
集　
⑭
一
〇
七
〇　
兼
輔
朝
臣
）
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で
は
な
く
、
異
常
な
時
の
物
で
あ
る
こ
と
を
現
し
て
ゐ
る
。
第
二
に
、
そ
の
異
常
は
、
興
味
の
対
象
と
し
て
の
も
の
で
は
な
く
、
神
に

ま
す
不
盡
の
山
の
、
そ
の
測
り
難
い
威
力
の
顕
れ
と
し
て
の
異
常
で
あ
つ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
此
の
事
は
長
歌
に
つ
な
が
る
の
で

あ
る
。」
と
、「
ま
白
」
の
表
現
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
測
り
難
い
威
力
の
顕
れ
」
と

し
て
な
ぜ
「
ま
白
」
と
い
う
表
現
が
撰
ば
れ
た
の
か
と
い
う
論
理
的
な
説
明
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
和
歌
作
品
の
中
で
、
雪
に
対

し
て
「
ま
白
」
と
表
現
す
る
用
例
は
、
近
世
の
古
文
辞
派
の
萬
葉
集
に
学
ん
だ
作
品
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
（
注
6
）そ

の
よ
う

な
特
殊
な
表
現
で
あ
る
「
ま
白
」
が
赤
人
富
士
山
歌
の
反
歌
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
平
安
時
代

後
期
以
降
、「
白
た
へ
の
」へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
の
必
然
性
に
つ
い
て
、十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
、

現
行
教
科
書
の
萬
葉
集
歌
（
用
例
２
）
と
新
古
今
和
歌
集
・
小
倉
百
人
一
首
（
用
例
３
）
と
の
比
較
に
お
い
て
、
第
一
句
「
田
子
の
浦

ゆ
」
と
「
田
子
の
浦
に
」、
第
五
句
「
降
り
け
る
」
と
「
降
り
つ
つ
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
丁
寧
に
説
明
が
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
句
「
ま

白
に
そ
」
と
「
白
た
へ
の
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
く
、
現
場
教
員
が
説
明
に
窮
し
て
い
る
と
い
う
事
態
を
招
い
て
も
い
る
。
（
注
7
）

平
成
二
十
四
年
以
降
の
小
学
校
の
す
べ
て
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
、
中
学
教
科
書
や
『
国
語
総
合
』
に
お
い
て
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る
「
名
歌
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
以
上
、
国
文
学
研
究
の
果
た
す
べ
き
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。

二
　
赤
人
の
時
代
の
「
積
雪
」
表
現

　
萬
葉
集
に
お
い
て
、
赤
人
富
士
山
歌
（
用
例
２
）
の
よ
う
に
雪
を
「
白
」
に
よ
っ
て
表
現
す
る
例
は
十
一
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
七

例
が
、「
白
雪
」
と
い
う
熟
語
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
左
掲
用
例
４
〜
10
傍
線
部
参
照
）。

　
（
４
） 

高た
か
や
ま山

の
巌い
は
ほに

生お

ふ
る
菅す
が

の
根
の
ね
も
こ
ろ
ご
ろ
に
降
り
置
く
白し
ら
ゆ
き雪  （

⑳
四
四
五
四　
橘
奈
良
麻
呂
）

　
（
５
） 

松ま
つ
か
げ蔭
の
浅あ
さ
ぢ茅
の
上う
へ
の
白し
ら
ゆ
き雪
を
消け

た
ず
て
置
か
む
こ
と
は
か
も
な
き （
⑧
一
六
五
四　
大
伴
坂
上
郎
女
） 

　
（
６
） 

白し
ら
ゆ
き雪
の
常つ
ね
敷し

く
冬
は
過
ぎ
に
け
ら
し
も
春は
る
霞が
す
みた
な
び
く
野の

へ辺
の
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
（
⑩
一
八
八
八　
作
者
未
詳
）
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2

　
萬
葉
集
の
赤
人
富
士
山
歌
に
つ
い
て
、『
全
注
』『
釋
注
』
（
注
2
）以
外
の
諸
注
は
い
ず
れ
も
、長
歌（
右
掲
用
例
１
）の「
降
り
け
る
」を「
降

っ
て
い
る
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
反
歌
（
右
掲
２
）
に
お
い
て
は
、「
降
り
積
も
っ
て
い
る
」
と
「
積
雪
」
で
訳
出
し
て
い
る
場
合
と
、

「
降
っ
て
い
る
」
と
「
降
雪
」
で
訳
出
し
て
い
る
場
合
と
で
分
か
れ
て
い
る
。
前
者
が
『
金
子
評
釋
』『
大
系
』『
澤
瀉
注
釋
』『
集
成
』

『
全
注
』『
新
大
系
』『
釋
注
』『
和
歌
大
系
』
で
、
後
者
が
『
全
釋
』『
総
釋
』『
窪
田
評
釋
』『
全
註
釋
』『
私
注
』『
旧
全
集
』『
新
全
集
』

で
あ
る
。
（
注
3
）諸

注
の
約
半
数
が
富
士
山
頂
に
降
り
積
も
る
白
い
雪
の
イ
メ
ー
ジ
で
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
虫
麻
呂
の
富
士
山
歌（
注
4
）で
は
、長
歌（
③
三
一
九
）に
お
い
て「
燃
ゆ
る
火
を
雪
も
て
消け

ち 

降
る
雪
を
火
も
ち
消
ち
つ
つ
」と「
降

雪
」
を
歌
い
つ
つ
、
反
歌
（
③
三
二
〇
）
で
は
「
富ふ

じ士
の
嶺ね

に
降
り
置
く
雪
は
六み
な
づ
き月
の
十も

ち
五
日
に
消け

ぬ
れ
ば
そ
の
夜よ

降
り
け
り
」
と
第

一・
二
句
で
「
積
雪
」
を
、
第
五
句
で
「
降
雪
」
を
表
現
し
、
意
識
的
に
歌
い
分
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
赤
人
富
士
山
歌
は
、
長

反
歌
い
ず
れ
も
「
降
り
け
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
赤
人
が
、
長
反
歌
と
も
に
「
降
り
け
る
」
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
従
来
、
駿
河
國
風
土
記
逸
文
に
「
富
士
ノ
山
ハ
雪
ノ
フ
リ
ツ
モ
リ
テ
ア
ル
ガ
六
月
十
五
日
ニ
ソ
ノ
雪
ノ
キ
エ
テ
子
ノ
時
ヨ
リ
シ
モ
ニ

ハ
マ
タ
フ
リ
カ
ハ
ル
ト
駿
河
国
風
土
記
ニ
ミ
エ
タ
リ
ト
イ
へ
リ
」（
冷
泉
家
本
『
萬
葉
集
註
釋
』
巻
第
三　
三
二
〇
番
歌
条
）
と
あ
る

こ
と
や
、「
富
士
の
雪
は
一
年
中
降
り
積
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」（『
全
注
』
三
一
七
番
の
解
説
）
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
固
定
化
に
よ

っ
て
、
赤
人
の
富
士
山
歌
も
当
然
「
積
雪
」
を
歌
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
暗
黙
の
前
提
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
富
士
山
歌
で
は
、

恋
心
を
そ
の
活
火
山
の
燃
え
る
様
に
喩
え
る
作
品
を
は
じ
め
、
生
活
に
密
着
し
た
山
と
し
て
歌
う
東
歌
な
ど
多
様
な
富
士
が
詠
ま
れ
て

お
り
、
（
注
5
）富

士
の
姿
を
ど
の
よ
う
に
歌
う
の
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
表
現
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
赤
人
作
品
の
表

現
が
築
き
上
げ
て
い
る
富
士
山
を
み
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
と
関
わ
っ
て
留
意
さ
れ
る
の
が
、
赤
人
富
士
山
歌
の
反
歌
「
ま
白
」
で
あ
る
。「
ま
白
」
に
関
し
て
比
較
的
詳

細
な
解
説
を
し
て
い
る
の
は
「
降
雪
」
訳
の
『
窪
田
評
釋
』
で
、「
第
一
は
、『
眞
白
に
そ
』
に
よ
つ
て
、
そ
の
雪
が
、
雪
の
季
節
の
物
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萬葉集と新古今和歌集・小倉百人一首の赤人「富士山歌」1

萬
葉
集
と
新
古
今
和
歌
集
・
小
倉
百
人
一
首
の
赤
人
「
富
士
山
歌
」

―
―
「
ま
白
に
そ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
」
試
論 

―
―

 

上 

野 

美 

穂 

子

一
　
問
題
の
所
在

　
今
現
在
降
っ
て
い
る
雪
（「
降
雪
」）
と
積
も
っ
て
い
る
雪
（「
積
雪
」）
の
い
ず
れ
に
焦
点
を
当
て
て
作
品
世
界
を
構
築
し
て
い
る
の

か
に
よ
っ
て
、
歌
の
風
景
は
異
な
っ
て
く
る
。「
降
雪
」
か
「
積
雪
」
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
か
。
そ
の
点
に
関
し
て
興
味
深
い
歌

い
方
を
し
て
い
る
の
が
、
赤
人
に
関
わ
る
富
士
山
歌
（
左
掲
１・２・３
）
で
あ
る
。
（
注
1
）

　
（
１
） 

天あ
め
つ
ち地

の 

分わ
か

れ
し
時
ゆ 

神か
む

さ
び
て 

高
く
貴た
ふ
とき 

駿す
る
が河

な
る 

富ふ

じ士
の
高た
か
ね嶺

を 

天あ
ま

の
原は
ら 

振ふ

り
放さ

け
見
れ
ば 

渡
る
日
の 

影
も
隠か
く

ら

ひ 

照
る
月
の 

光
も
見
え
ず 

白し
ら
く
も雲

も 

い
行ゆ

き
は
ば
か
り 
時
じ
く
そ　
雪
は
降
り
け
る 

語
り
継つ

ぎ 

言
ひ
継
ぎ
行
か
む 

富
士
の

高
嶺
は （
③
三
一
七
「
山
部
宿
禰
赤
人
望
不
尽
山
歌
」
長
歌
） 

　
（
２
） 

田た

ご子
の
浦
ゆ
う
ち
出い

で
て
見
れ
ば
ま
白し
ろ

に
そ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
（
③
三
一
八
「
山
部
宿
禰
赤
人
望
不
尽
山
歌
」

反
歌
）  

　
（
３
） 

た
ご
の
う
ら
に
う
ち
出
で
て
み
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
た
か
ね
に
雪
は
ふ
り
つ
つ（
新
古
今
集
⑥
六
七
五
／
小
倉
百
人
一
首
四
）
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